
十 勝 川 か ら襟 裳岬 を経 て,登 別 へ

大 食 5

 7月23日

 昨晩 「てるてる坊主」を放つた らか しに しておいた報いか ・今 日は空が どん よりと曇9,

小雨が降つている。旅行 も今 日で9日 目,そ ろそろ疲れが出て,昨 日の夜は早 くか ら寝 て

しまつた:。「色白の美肌」 になるとい う ・この十勝珊温泉に もゆつ ぐりと入浴 しなかつた

のか ・皆んなの顔は色白 とは いい難かつた.午 前7時 バスに乗車 。今 臼は襟裳岬か ら登別

まで10時 間 ・バスでの強行軍である。今まで の旅館の中で,最 も強烈な印象を与えて ぐ

れ た雨宮館 をあとに した。

 バスの窓から左右に見え る亜麻,甜 菜t大 豆,小 豆 をめず らしく思いながら眺 め,時 々t

かけ回つている,道 産子馬の足の短 かさに同情 し,そ して適 当に睡眠 をとりながらt北 海

道 の最南端襟裳岬 に到着 。雨 はやんでいたが,風 は冷た ぐ,前 方は霧がかか り ・何 がある

のかはつきり見えない。休憩の後浦河へ。ここで昼食。今 痛 に卵 を産ませ ているのか と思

うほ ど長 ぐ待たされたが,さ すがにお腹 が減つては文句 もいわず,黙 々と食事 した 。売店

で9こ この名産であるこんぶを売 つていたが.か ざが高 ぐ,軽 く艶そ して安 いので大 好評。

浦河を出発 して登別へ向 う途 中3こ の辺の 港まつ りの行列 とすれ違つたa思 わぬところ

で楽 しい劃祭 り気分に浸つた。この先まだ6時 間の長旅なので,バ ズの中では 「のど自慢」

をやつた 。何時あた るか しらと^ラ ハラしなが らもr.指 名され ると美声をと どろか し ・大 い
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にエネルギーを発散させた 。しか しバスは上下左右 に快 ぐ振動 し,間 もなて繭・人,二 人 と

夢の国へ 。

 登別温泉第_._.滝本館へ到着 したのは ・もうタ方近 ぐだつた 。階段を上つた り下つた りし

て.割 りあて られた部屋へ 。本当に大 きな旅館なので一人で歩いている と迷つて しまいそ

うである 。東洋一 といわれ る大浴場で入浴 ・食事は各部屋で久 しぶりに家族的左募囲気に

なつた 。 「熊まつ り」を見学 しようと楽 しみに していたが,夕 方か ら又 小雨がふ りは じめr

止 めに した。 「明 日は ・か らりと晴れたお天気にな ります ように。」 と悲壮な願いをこめ

て,て るてる様に 「オ ミキ」 を差 し上げ,今 夜 はここでみみやげを買うことに した 。
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